
2021～2022年度 

滝川ロータリークラブ 

会長　　坂本　和繁

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より 
■ 例会場：ホテル三浦華園 
■ 住　所：滝川市花月町1-2-26 
■ 電　話：(0125)-22-3344 
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755 
■ メール：info@rotary.gr.jp 
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1.今月のロータリーレートは1ドル111円

です。 

2.留萌・深川RCより7月の例会プログラ

ム、留萌・美唄RCより会報と活動計画書

が届いております。 

3.夏の旗の波運動が13日火曜日、北洋銀

行交差点にて行われます。 

4.7月15日の第3248回例会は定款第7条第一節(d)による休会とな

ります。また、7月21日の第3249回例会は水曜日の18時より三浦

華園にて、ガバナー公式訪問例会となっております。多くの会員

の皆様のご出席をお願いいたします。

今週の米山奨学会寄付金（敬称略）
谷口正樹・坂本和繁・奥山かおる・向井由延・柳清二・山口清

悦・池田吉隆・入井浩樹・河戸三千之・髙橋賢司・舟橋儀・芦崎

利弘・中島純一・星野秀人 

合計318,000円＜目標金額まで610,620円＞

- 役員・理事就任挨拶 - (右から続く)
西村恒則委員長「新会員にロータリーのことを優しく丁寧にお話

していきます。」山本充委員長「内容の濃いロータリー友詩を紹

介できるよう取り組みます。」神部志乃信委員長「目標金額に向

け、皆様からの米山記念奨学会への寄付をお願いいたします。」

他に山口(洋)・山口(清)各副委員長からもご挨拶頂きました。

前回のプログラム [ 役員・理事就任挨拶 ]

－ 役員・理事就任挨拶 －
【理事会担当例会】

先週に引き続き、各役員・

理事の皆さまよりご挨拶頂

きました。向井由延委員長

「コロナ禍で国際奉仕の活

動は厳しいですが、滝川市

国際交流協会と連携し活動

していきます。」奥山かお

る委員長「子供たちのため

に直接何かをしてあげたい

と思い、図書券の配布を準

備しています。」渡辺浩司

委員長「84名の会員数から

90名体制を目指して活動し

てまいりますので、新会員

情報の提供をお願いいたし

ます。」星野秀人委員長「楽しく、会員相互が親睦深め、友情を

深められるようイベントを企画しております。」細田徳人委員長

「わかりやすく、迅速な会報の発行を目指してまいります。」前

野史賀委員長「コロナの状況を注視しながら昨年の平均出席率を

上回る参加を促すように努めてまいります。」安達晃幸委員長

「施設スタッフと交流を図り、必要なものを支援できるよう取り

組んでまいります。」（左に続く）

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

坂本和繁・髙橋賢司・入井浩樹・猪巻弘行・宮崎英彰・篠島由

一・星野秀人・上田恒太朗・神部志乃信・向井由延 

＜小計29,000円・合計135,000円＞

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和3年07月27日

出席報告　　　7月8日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

84名 0名 8名 54名 30名 68%

【 今週の寄付 】（敬称略）

◆財団： 柳清二・谷口正樹・坂本和繫・池田吉隆・向井由

延・奥山かおる・髙橋賢司・河戸三千之・船橋

儀・入井浩樹

第3247回　例会報告　令和3年7月8日（木）

会長報告
1年間どんな話をしたらいいかと考えましたけども、皆さんの心を揺さぶるような話はできそうにありません。

私自身の職業上興味のあることや、身の回りに起きたことを中心に、ロータリーに関して何か周知したほうが良

いなと思うことがあれば、そういう情報をちりばめて１年間乗り切りたいと思います。今日は税収の話をしま

す。先週の日経新聞の記事に「税収コロナでも最高」という記事がありました。2020年度の税収が60.8兆円の見

通しで、過去最高とのことです。法人税11.2兆円、消費税21兆円、所得税19.2兆円、この3税目で51.4兆円にな

ります。集計する期間が3月決算、法人の申告納税がされる5月までとなっているため、昨年からの申告期限の延

長により本年5月に納税が集中した要因もあるようですが、製造業を中心に輸出が堅調であったことや携帯電

話、ゲーム、食品などの巣ごもり需要を取り込んだ業種の業績が良かったようです。仕事をしていても物流、食

品関連の一部、家電、住宅設備、不動産などは好調だなと感じます。また、記事にはもともと中小企業は赤字法人が多く、コロナによ

って収益が悪化しても税収が悪化する要因にならなかったという側面があるといった趣旨のことが書かれていました。まさにＫ字回復

ということで、資金が豊富で市場占有率が高く環境変化に対応できるマンパワーのある事業者とそうではない中小零細事業者や飲食や

観光との格差が広がった感があります。日本全体がそのような状況の中、空知は他の道内の地域、特に小樽、函館、札幌に比べれば影

響は少なく、まだましと仕事を通じて思います。


